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説明内容

（２）大分スポーツ公園への自家用車等のアクセス改善

① 検討の手順

② （１）松岡SICの必要性の整理

（３）松岡SIC最適ルートの検討

（２）松岡SICの交通量推計及び費用便益分析

③ 今後の予定
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（２）大分スポーツ公園への自家用車等のアクセス改善

① 検討の手順

最適ルートの算出 + 整備可能性の判断

■松岡SICの検討手順

（１）松岡SICの必要性の整理
⇒イベント時の必要性だけではなく、日常時の必要性を整理

※赤枠：今回の報告事項

松岡SICの概略設計（済）
⇒周辺の地形、道路状況から松岡SICへの接続道路

（２）松岡SICの交通量推計及び費用便益分析
⇒H25パーソントリップ調査結果から松岡SICの将来交通量を推計

（３）松岡SIC最適ルートの検討
⇒交通量推計結果及びその他の効果を総合的に比較

（５）松岡SICイベント時の影響を検証
⇒ビックデータを活用して、松岡SICが出来た場合のイベント時の影響を検証

（４）おかばる花公園周辺の駐車場設置検討

※青枠：次回の報告事項
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② （１）松岡SICの必要性の整理
（２）大分スポーツ公園への自家用車等のアクセス改善

◇松岡ＳＩＣが整備されると、福岡・別府方面からは約２分短縮、宮崎・臼杵方面からは約５分短縮

◇松岡SICが整備されるとパークプレイス大分や大分スポーツ公園等へのアクセスが向上し、集客力が高まる

《凡 例》

未整備時

整備時

福岡・
別府方面

宮崎・
臼杵方面

約２５百台

４分⇒２分に
約９百台

８分⇒３分に

①地域支援（集客力の向上）

大分スポーツ公園

パークプレイス大分
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② （１）松岡SICの必要性の整理
（２）大分スポーツ公園への自家用車等のアクセス改善

②広域防災性の強化（広域防災拠点の支援）
◇大分スポーツ公園は、県地域防災計画（H26.6修正）において広域防災拠点として位置づけられている

◇松岡SICが整備されると広域圏からのアクセスが向上することで、被災時においても県内外へのより円滑な救

命・救助や救援物資輸送などの機能を発揮できる

出典：大分県広域防災拠点基本計画（H30.11修正）
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② （１）松岡SICの必要性の整理
（２）大分スポーツ公園への自家用車等のアクセス改善

③潜在需要の取り込み（利用者増加・産業支援）

◇現況（未整備時）では、市内４つの高速IC利用は合計375百台/日（将来：H42年）
◇松岡SICが整備されると、北側エリアを中心に高速ＩＣの利便性が高まることで、市内合計で384百台/日となり、
９百台の利用増加が見込まれる
◇また、鶴崎周辺の製造工場からの高速ICアクセスが向上し、産業支援にもつながる

最寄り高速IC10分圏

《凡 例》
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整備時エリア
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高速IC利用交通量の変化
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百台/日
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松岡SICの北側エリアを中心に
高速道路の利便性が向上

※Ｃ案の場合

鶴崎
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【高速ＩＣから10分カバー率の変化】

整備前 整備後

※大分市の人口や事業所数に対数る変化率

３万８千人増加 １５百社増加
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② （１）松岡SICの必要性の整理
（２）大分スポーツ公園への自家用車等のアクセス改善

④救急救命活動の円滑化（第三次救急指定病院）

県立病院15分圏

県立病院20分圏

20百人増加

63百人増加

20百人増加

63百人増加

◇出血多量のような重篤患者の場合、病院での処置を少しでも早くすることで生存率を高めることができる
◇現況（未整備時）では、最寄高速ICから15分で61％、20分で80％の市民を大分県立病院に搬送できる
◇松岡SICが整備されると、 15分で62％（20百人増加）、20分で81％（63百人増加）の市民を搬送できる

【カーラー救命率曲線】
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【第三次指定病院からの20分カバー人口】

整備前 整備後

百人

※通常、「多量出血」の場合は３０分で示すことが多いが３０分だと変化なし

６３百人増加
５５百人増加

３百人増加

20分経過で約25％が死亡

30分経過で約50％が死亡

アルメイダ病院

大分大附属病院



Ａ案（Ｒ197号） Ｂ案（県道松岡日岡線） Ｃ案（市道大原江又線）
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② （２）松岡SICの交通量推計及び費用便益分析
（２）大分スポーツ公園への自家用車等のアクセス改善

①交通量推計ケース
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② （２）松岡SICの交通量推計及び費用便益分析
（２）大分スポーツ公園への自家用車等のアクセス改善

②費用便益分析結果
県道 市道

松岡日岡線 大原江又線

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

交
通
量

スマートインターチェンジの交通量
Ｒ17
(台/日)

事業費
（料金収受設備含む）

維持管理費
（管理員費、機器更新費含む）

合計

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計

費用便益比 Ｂ／Ｃ

評価項目 比較項目
国道197号

備考

費用

（単純合計）
(億円)

便益

（単純合計）
(億円)

精査中
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（２）大分スポーツ公園への自家用車等のアクセス改善

③ 今後の予定

最適ルートの算出 + 整備可能性の判断

■松岡SICの検討手順

（１）松岡SICの必要性の整理
⇒イベント時の必要性だけではなく、日常時の必要性を整理

松岡SICの概略設計（済）
⇒周辺の地形、道路状況から松岡SICへの接続道路

（２）松岡SICの交通量推計及び費用便益分析
⇒H25パーソントリップ調査結果から松岡SICの将来交通量を推計

（３）松岡SIC最適ルートの検討
⇒交通量推計結果及びその他の効果を総合的に比較

（５）松岡SICイベント時の影響を検証
⇒ビックデータを活用して、松岡SICが出来た場合のイベント時の影響を検証

（４）おかばる花公園周辺の駐車場設置検討
⇒H25パーソントリップ調査結果から松岡SICの将来交通量を推計

※青枠：次回の報告事項


